「東アジア共同体構築の条件」(座長：武者小路公秀所長）主催の研究セミナーの案内をします。東アジア共同体構築の条件―日本・中国・韓国の市民社会の条件の比較をテーマにした連続セミナーです。第1回目のセミナーは来週7月26日（月）夜です。奮ってご参加ください。関心のある研究員の方は、ぜひ参加お願いします。また、CAPP以外の研究者・大学院生、NGOメンバー等の一般の参加も可能です。 

●第1回；7月26日（月）午後6時30分～9時
講師：麻生晴一郎
講演題目：「中国に市民社会は到来するか」
近著：『反日、暴動、バブル―新聞・テレビが報じない中国』光文社新書
麻生氏からのコメント；中国の市民社会に関して、★今どのぐらい活動の自由（規制）があるか、★どのような勢力が台頭しているか、普及ぶり、★ＮＧＯ・人権派弁護士たちはどれぐらいの影響力があるか、★市民社会に対する国内の意見（肯定・批判とも）を中心に中国独特の背景や歴史も踏まえつつ話せればと思います。
麻生晴一郎（あそう・せいいちろう）氏のプロフィール：1966年福岡県生まれ、幼少・青年期を北九州、大分、東京、神奈川などで過ごす。湘南高校を経て東京大学国文科に進む。80年代以来の時代の空気に馴染めず、大学在学中の1987年から上海、ハルビンなどを放浪。大学卒業後、テレビマンユニオンに就職するものの「史上最悪のＡＤ」の異名を持ち２度の長期失踪の末に3年足らずで退社。以来1998年までの大半を中国、香港、タイ、ラオス、インドや東京の中国人社会などで過ごし、無一文同然の生活を送る。1998年より執筆とテレビ制作（ディレクター・プロデューサー）開始、2003年より執筆に一本化。著書に『北京芸術村　抵抗と自由の日々』（社会評論社）、『旅の指さし会話帳　中国』（情報センター出版局）、『こころ熱く武骨でうざったい中国』（情報センター出版局）などがある。

以下、第2回以降の予定です。
●第2回；8月7日（土）午後3時～5時30分、文京洙「「岐路に立つ韓国の市民活動；日本との対比を踏まえて」

●第3回；9月18日（土）午後3時～5時30分、朴元淳弁護士「韓国市民社会の可能性（仮称）」
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